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蛹油分散系の研究（其二）

蛹油エマルジヨンに就て

金子英雄
山本賢市

　1．緒　　言　　　　　　　　　、

　第一報としては輔休煮沸水溶液の性質を測定したるに多くの塁撃iに於て純エマルジヨンの性質

と異なりたるを見たり。次に踊油を水巾に乳化剤を用ひて分散し純mvルジョンを作りその1性

質を他の油類のそれと比較せり。

　2，蝸油原料の精製

　粗製輔油一一立に稀硫酸（比窺1．38）80e・e・をカllへ逆流冷却装置並びに携搾器を具ふるブラス

コ中に入れ絶えす蝿拝しつN約・－L時聞100°C内外に温めて漉和せしむ。液の外掘殆んど黒色

となるに到りて加熱を止め、液を分液漏斗に移し熱湯を以て撒回洗藤して硫酸を除き去る。

　後放置して油中に分散せる水分を除く。次に油をビーカーに移し蒲原粘土1209を加へて徐

汝に盗度を上げて120°～130°Cに至りてヰむ。その間絶えす擁絆す。放置して粘土を沈下せし

め滅歴漏斗を用ゐて濾過して精製す。

　3．蝸油量と乳化率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　先づ最初乳化剤を用ゐすに蒸溜水に次の割合に輔油を加へて杢容を100c・G・となし、手にて

500回振醗し二時間壼濫にて放置せる結果乳化率（％）は次の如し。乳化卒は軋化されすに水

面に分離聚積せる油の量よ抄闇接に求めたり。

　　　　　　（A）　精製蠣油　　　　　　　　　　　　　　　（］3）　粗輔油

加へたる蠕油鑑
　　（c．c．）

0．3C．C．

OA
O，8

1，0

2．0

3，0

4．0

乳　化　率

50％

dO

30

27

22

工6　　　・

12

乳櫨（…）　力1鴨翻II盤

O．コ5c．c，　　　　　　　　　　　　　　　O，3c．c．

0．16　　　　　　　　　　　　0。庄

O．2氏　　　　　　　　　　　　O・5

0．27　　　　　　　　　　　　　　　　19〔，

ff．44　　　　　　　　　　　　　　　2．〔，

0．5〔，　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．O

e．48　　　　　　　　　　　　4．0

乳化摩

55．8％

57，5

d5．0

32．8

27．5

20．4

15．7

乳化量

0．17c．c．

o．23

0．23

0．38

0．55

0，61

0．63

　　　　精製せざる粗輔油は精製せるものよりも乳化され易くいつれも輔油量4％まで加へたる時は

’　　乳化量は添加踊油量の増すにつれて増加す。

4．乳化割の影響
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　　　蝋油の含量は2％として之れに種々なる乳化剤を加へて前蓮の如ぐ乳化せしめたる結果は次

　　の如し。

’　，　．　　層　　　　　　　（A）糟製輔幽湘
　　　　　　　　　　　　　　（乳化剛量は孚L歌液100c。C。中の含量）

＼＼　　乳化測量「
　乳’化．剤㌘＼＼＼

カ　　ゼ　　イ　　ン

糊　　　　　　　精

油　　酸　　暫　　選

アラビヤゴム
セ　　　リ　　　シ　　　ン

セ　　i）　シ　　ン　A

セ　　リ　　シ　　ン　B

アルプモーズ，
ゼ　　　ラ　　　チ　　　ン

マルセイ出「石鹸

O

27％

0．02瓦

　84％
　87．5

　82．5

　79．0

　73．5
脚　67．8

　7り。15

　73，0

　67．o
　　　」」　82．75

O．04瓦

90％

89．75

9025

82．15

82。2

B2．2

82．2

85．0

76，5

83．7

o．1瓦

9ユ・25％

88．75

87．3

85。5

8d，17

85，5

83．75

82．｛a

81．0

8025

o．2瓦

’但セリシンはセリシンA及びセリシンBの混合物なり。　　　　　・

88・5％

81．0

82。7

90．75

80．12

84．75

75．5

79．u

78．3

78．3

　・zマルジ封ン100　a・c・申に乳化剤O・04－・0．1瓦含有せらる瓦時最大の孚L化力を示し、ヵぜイ

ン、糊精、油酸曹逮．アラビヤゴム及びセリシン等は周知の如く良野な乳化Pti　ljなり。而してか

かる乳化鮒含量に於てはセリシンAの乳化力はセリシンBのそれより大なウ。

　次に粗製輔湘に封する結果は次の如し。

∴　　　’，　　　　　　　　　（B）粗製蝸油　　　　　　　　　　　　　　一

乳化剤
学t化酬量

カ　　ゼ　　イ　　　ン

油　　酸　　曹　　蝿

糊　　　　　　　精

アラビヤゴム
ア　ル　ブ　モ　・・一　ズ

V～レセイユ石鹸
セ　　　リ　　シ　　　ン

セ　リ　シ　ン　A
セ　　リ　　シ　　ン　B

ゼ　　　ラ　　チ　　　ン

0

32、8％

O．02瓦

87・O％

83．2

88．5

88。0

81．2

85，3

80．25

77，0

83．5

82，5

O．04瓦

94．58％

91。35

90。5

90。0

88．3

86、0

83．2

79．0

8d．0

83．6

O．1瓦

90・U％

90．1

89．5

89e5

95。0

85．5

81．5

81．5

79．1

82．9

O．2瓦

80．8％

86，0

87．8

94．d

s9。5

82．9‘

79．25

87．7

74．5

80．8

　蠣油の乳化に封してはセジシ’ン及びゼラチンの作用略類似す。更らに其の乳化力より比較す

ればセリシンAはアラビヤゴムにセリシンBはゼラチンにその行動類す。

5．油粒子の大さ　　　　　’

　カゼインを乳化剤として用ゐた蝋油のoiL　in　wa七erエマルジヨンを限外顯微鏡下で眺むれば』

油分雛子は職磯し盛んにブ；ウン翻肱もその大さ及び醗アルカリの影齢麺
如し。但しvはエマルジヨン10G・αに封して添加せる1／10規定のHCI　3ζvrt　NaOH溶液量（（s．c，）

を示す。　　　・
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HCIの　影響

V

0

0．1

0．5

工．0

2．0

5．0

一一一一一一一…一 @　　一一一一一　　　　　　　一一一…　　　　　輔休煮沸水溶液と反封に通常の

（分鵠直馨轟蛎i（分叢1由馨轟翫）　＿ルジ。ンQD・；1，。く酸添加・より，，

、～，／《繭一　　・一・“u（蔽r　て孚L化剤の保謙の破壌によりて

1－・5。5！1　　　　　　1－－5／1　　　　　　不安建化して油分散粒子は次第に

z－．8／i　　　　　1・2－－5・6／1　　　　大粒子となる。而して輔油瓢ルv

2・5～8・5μ　　　　2～6μ　　　　ジヨンの油琴野の大さは略牛孚脾
2’5～12」5μ　　　　　　2～10μ　　　　　　のそれに等し。
　3｛｝161］e　　　　　　　　　　　2．5～15μ

N・OHの影響　　　　　　　一＝マルジヨン中にアルカリの添

V

O

O．1

0．5

1．0

2．0

5．0

1（分羅黛織L
1～5！」・（直筏）

1～5P・

1～5V・

1～5．5ES

．1～6V・

1～61」’

t”t@　　　　　：・『　　　加によりても油粒子の大さはアル
（分翫翻。．蜘『　力膿脚柵につれて継囎

1．v51x（直細）　　　す。その増し方は酸添加の傷合に

　1’hw51）‘　　　　　比して極めて少なり。之れ次の界

　1～5W　　　　　　面張力の攣化に於て見る如く一面

1・‘a　”－5w　　　に於てはアルカリは油粒子の分酸
1° ﾑ1！ゐ　髄高めむ・す・融る・考一ら
　　　　　　　　　　る。粒子の大さへの酸及びアルカ

リの影響は通常のエマルジヨンの携合と同檬なり。

　6　エマルジヨンの界面張カ

　ヱマルジョンの生成とその界面張力とは密接な關係を有すれども一zxrルジヨンの安定度は必

すし勝醸力の髄ことい致静．牛乳の常猷於ける踊張力は52・8列ンノem・であ
り多くの油の継マ・レジ・ンのそれは45－50列ン！・m・位なり・之」1’・鷹チ繭を加ふれぱ界

面張力の攣化を來し從つて．＝マルジヨンの安定さにも影響を及ぼす。但し乳釈液の安定度は大

鷹灘予の撒る電荷に關係す．201Cに於て拠・祇張力計によりて測定せる虫而油孚L状

液の界面張力は次の如し、但し乳化翻はカゼインなり。

　　　　　鞭酸の影響（20°c）　　　　　アルカリの影響

v 　精製重涌油
（分散油量O・W2％）

8、

1：11

1：1

　　　47．85ダイン／糎

　　　45．63

　　　磁．52

　　　録．46

1　4al・24

1　姻

（騰鵬、・t
釦．29ダイン／糎　　0

48，92　　　　　　　　　　　　0．1

47腎02　　　　　　　　　0．5

庄6．19　　　　　　　　　　　1．0

46．29　　　　　　　　　　2．0

46．07　　　　　　　　　　　　5．0

　精襲蜥汕
（分散油含髄，・92％）

生7，85ダイン！糎

d5．良7

38．45

38．17

38．17

37．73

　粗製蝸汕
（分散油含量0．”3％）

d9．’29ダイン1糎

44．52

42．Ol

凱．工8

39．79

39．12

但・は10・．・．の輔油孚獣液に添臆る酸叉はアルカリ（g」駐に二　1／10　」．」己定）灘（・のなり・

鰍　孚獣液の顯張力は聴鋤睦用ひたる時は47・85ダインノ・m・粗製の齢は49・29ダイ

ン／，m，　kり。但し孚L状液呼・分脚醐の含量は0・92％位なり・虫m瀞獣液に酸叉はアルカリの

添加によりていつれもその界面張力を減少すれどもアルカリ添加の揚合の方その降下度大な

り。力践る現象は叉普通エマルジヨンに見出しうるものなり。
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7・皿マルジヨンの粘度

　牛乳の如く多くの蛋白質並びに脂肋を含有する乳歌蔽の比粘度は　1．75位の大きな値なれど

通常油韻少なきものは水の鍍よ妙しく大なるのみなり。今輝イン（o．o垂幼観化齊1

とLてo・92％虫酬ドマルジ・ンの購陵をオストワル眠粘露トで測定trる徽を例せば次

の如L。

＿＿－t＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　添カロせる一一一一HC1液量（c．c）　を示

暑鰍の影響（…　C）　　但・は孚鞭・°・・闘・て

V

Occ，

0．5

ユ．0

2．0

5．0

精　製　蜥　油

1．OA　16

1．0鵡2

1。0428

工．0470

1．Od76

一一．一一＿＿＿＿一．　＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　’

粗製蝋油　　す・乳1腋の塒1渡は雛糖融
＿＿＿．．　　用ゐたるものは糀製蜥油を用ゐた

1・O‘a3S @　　　　るものより小なり而して前者は少
1・°2‘t @　量のHC1添加によりてグ台んど鍵
エ．o238

1．0238　　　　　　　化せざれども後者は訳第に比粘度

＿　　　　　　　を増加す。　　　　　n

輔瀞L骸燗するアルカ・の　　一告苛性曹逮の灘⑳・）
作用はそのbbl：，li度を次第に低下せ　　　簡｝

しむ。　　　　　　　　　　　　　　　　v

　＆　エマルジヨンの電氣泳　　　9c・c・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．5　　　動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1。0
　巳に測定せられたる乳チ伏液の泳　　　　2・o

動速度は多くは3μ1秒位なり。例　　　　5・0

精　製　蝋　油

ユ．0416

1．OdO6

ユ。0286

1．0238

1．Ol19

瓢　製　蜥　　油

工．0238

1．0226

ユ．021S

1．Ol19

1．eo60

へばスリンター油乳1伏液は2・70〃秒・液封夫パラフィン乳1伏液は2．93μ／砂u牛乳は2　，　92　ftl秒な

り。次にブルトン氏電氣泳動装置にてカゼイン（0．04％）を乳化齊1に用ひたる0．92％輔油乳

状液の電氣泳動速度を測定したるに2・85μ／秒を得たり。而して泳動速度に及ぼす酸、アルカ

リの影響は次の如し。

暑HC1の影響

V（c．c．）

O

O．5

1．0

2．0

5．U

縮　製　蜥　油　　　　　　　　　　　　　灘　製　踊　油

醐撒「・（lu．V）　泳蝋刺　v（1・の
一・
Q．8v．／秒

一2．97

－・ P．86

－o．92

－O．78

11・12　　　　　　　　－2．72／U－／秒

ユ1．57　　　　　　　　　　　　　　－1．64

6．99　　　　　　　　　　－O．79

3．46　　　　　　　　　　　　　－0．61

3．06　　　　　　　　　　－0．34

10．96

6。30

3．02

2．3d

L3｛｝
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　　　　　　　　　　　　　　　　継・田の影響　　　　　．，

V（c．c．）

0

0、5

1．0

2．0

5。0

精　製　蜥　　油

泳動速劇　v（醐
　　　一A．85YV秒

　　　一〇．50

　　　－O．27

　　　－O．09

t　－°・°

11．Z2

1．97

1．Od

O。36

0．O

粗　製　蝋　　汕　　　　　　　　　　　　・

泳動謹劇　v（m．V．）

一2、72副秒

一〇，18

－O．0

10．46

0，67

0．0

　　分散輔油撹子は負電荷を帯び酸、アルカリを加ふれば前述の如く粒子の大さを増加すると共

　に著しくその電荷を減じ不安定化す。從つて多量の酸、アルカリの添加によりて乳状々態は破

　壊せらる玉に至る6
　　分散粒子の電荷の大さは　e＝6訪u・rの式より孕径①＝5×10“di　cmとして計算すれぱ約

　4．2×dO－4（齢電氣軍位）位となりLewisのオリーブ油エマルジヨンに就いて求めたる値に近

　　し。

　　　9　エマルジヨンの破壊
　　アラゼヤゴ峨乳化離し聯1含量1．4％の一＝マルジ・ン蹴いてその破壊作脈づ蟹
　瞼せり．典而油孚獣液の一・kr」性9．して極めて錠な乳状灘繊す・そ楚つて之れが不錠化砂

1蜘電顯の添加舗す。孚Llりζ液10α・・魍して添一JJIIせる謝弔難（e…）及蝿∫噸添轍

　振盧し常盗で20時間放置せる際め破壊卒（％）を、あげれば次¢）如し6　　　　　　　　・

　　Vは孚L欣液10c・G・に加へたる電解質液量（G・e・）を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　一＿　　　　　　　　　　　　一一S　　　　　　　　　　　－一一一一

V

O．5c．c．

1，（1

2，0

3．0

10
5．0

6，0

7．0

8．0

9、0

　　H2SO強
（上ヒ重＝＝1．83200C）

　　破壊寧
　　　　　精油　　　　　　　粗汕

38．09％　　 3壬．82％

48．31　　　　d7邑06

87。92　　　　55．89

96．（，　　　　68．26

100．0　　　　　97．86

100．0　　　　ヱ00．0

　　　HC1
（比重詣1・19200G）V
　　破壊摩
精油　　　　　　　粗1汕　　　一

1（比重製醸㌔d・c）　蟹暴a暴H

　　　　　　　　　（精油）．　　「（粗油）1　破壌率（i阻油）

　一　　　　一　　　　2．0

52・7蛎16・4生％　4．0
67．0　　　　24、。66

：1：詔1：1、・6・・1

100．0　　　 93．9

　－　　　　96．1

　＿　　　100、0

一
一　｝

冒〔｝．5C．C．

一
6，7F8

i．o
一

32．3

2．o 57，凱％
97．5　P

3，〔， 82．95 100．0

4．O 94．42 『
5．0 96．四 一
…　1 100．0 ㎜

　6，78　　　2．65％

3293　　　　74．89

97．5　　　　97u50

100，0　　　100．0

　孚L歌液10　e　e・に1モル盤類溶液をカIIへ一夜常温で放置しfeる瘍合破壊せられたる蜥湘の割

合（驚）を示せぼ次の如し。

彌（一・ル酬一）轟需鞠灘難襲高畳禦難
NaCl

KCl
MgC12
BaC12

AIC13

‘a3°68 @　　　有するカチオンの破壌力の程度は次の如し。
30，4d
　　　　　　　　　　　Al＞Ba，　Mg＞K＞Na
39　　　　　’
39．98　　　　　　　　　　　　　　　［21」ち　1yo　bropiG　series　に二そ楚ワミtso

55・83　　　　　　輔油エマルジヨンは極めて安定にして強酸や
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強アルカリの添加なりて髄に破壌されるのみ、その他撚の如き鰍自勺、加熱牌の如

き物理的及び鞭類溶液の添加によ1ては一部破壊しうるのみなり。

　10．結7　果・．

1踊瀞獣液生灘凱て朗なる孚L儲1踊常の搬の如くカゼイン、湘紘轍醗・
　　　及びアラビャゴム等なり。

　2．セリシンAは0．1％以ヒを使用する際はセリシンBよりも乳化作用大なウ。

　3・多くの乳化剤は0・0脳0．1％附近に最大乳化力を有す。　　　　　　　　　　　　　　ny

4・o・93％の虫酬ヱマルジ・ンの噸は次の如し。但し靴敵はカゼインをη」ふ。

　　（イ）　タト槻は白濁を呈し極めて安定なりQ

　　（°）粒子Q大さは1－5μ傑して酸翠ア〉・ヵリの添加により馳も大さ繍大すれ

　　　　　どア2Vカリ添加の蕩合は酸の甥合に比して徐々なり。

　　（ハ）界面張力は20『・Cで47・85ダnン！糎にしてアルカリの添加により薯しく低下す。

　　（＝）比粘度は同濫黙於て1・0416にして（ハ）胴様酸魏ア・レカリの影鰍1礼てア

　　　　　ルカリの添加に柔り減少す。　　　　　　　　　　　　°

　　（ホ）電氣泳動速度は2・85×10『4糎／秒にして酸及びアルカリのいつれによりても滅少

　　　　　す而して他の乳瓶液の如く分散輔粒子は負電荷を有す。

　　（へ）エマルジ・’ンは安定にして濃き轍びアルカリV・・，：・bてのみ完全に膿せらる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於上田獄綜専門學校）

　　　　　　　　（昭和八年九月五日受理）

　　　　　　　　　On　the　Study・f　Pupa⑪ig　Emaxlsi・皿：（II）

　　　　　　So㎜e　Physical］Proper樋es　of　Pupa　O量亘Emu亙sio聡。

　　　　　　　　　　　Hideo　KANEKO　and　Ken，　jChi・YムMA皿OTO

　　　　　　　　　　　　　　　　　（］Reeeived　Sep．5，ユ933）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rξsurnξ

　　　T斡pupa　oil　used　was　purified　by　concentrated　sulphuric　aci¢（sp．　gr．旱

　1．38）and　acid　clay．　The　p　Ll　pa　oil　emuIsion　was　easiIy　prepared　byゴshaking　lt

　with　disヒilled　water　in　the　presehce　of　emulsifying　agent　and　em’ulsion　so

，produ£ed　iS　naturally　of　the　oi1・in・water　type　and　hqs　milky　appearance．　The

　good　emulsifying　agdnts　for　pupa　oil　are　as　fo110ws：

　　　Casein，　dextrine，　sodjum　oleate，　gum　arabic　um：sericilユAhas　stronger

　ernulsifying　power　than　sericin　B　as　would　be　expected．
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Emulsifying　powers　in　percent．

〕匡｝mu1．　agents・

Casein

I）ex亡riue

Na－01eate

Guln　arabicum

Sericin（†）

Sericin　A

Sericin　】］

Albumose

Gela亡in

Mqrseilles　Soap

Amount30f　emulsifying　agents　added　to　100　c．c，　emulsion。

0

27％

・・…9・・「・…9……9・・　1・・・・…

8d％

87．5

82．5

79，0

73．5

67．8

79．15

73．0

67．0

92，75

90％

8D．75

90．25

82．15

82．2

82．2

82．2

85．0

76．5

93．7

†　　Sericin　fs　the　nユixture　of　sericinムand　Sericin　B．

9ユ．25％

8S．75

87，3

85。5

8d．17

85．5

83．75

82．2

81．0

80．25

88，5％

81．0

82．7

90。75

80．コ．2

84，75

75．5

79．0

78．3

78，3

　　　Many　emulsifying　agents　have　maximum　power　between　O．04　and　O．1　gram．

　　　The　emU　ISion　containing　O．93％　pupa　6il　has　following　physical　properties．

In　this　case　casein　was　used　as　emulsifying　agent．

　　　（1）　The　suspended　globules　of　pupa　oi1．in　the　emulsion　varies　in　size，

ranging　from　droplets　of　1μin　diameter　to　those　of　about　5μdiameter．　The

sjze　of　globules　jncreases　greatly　by　the　addition　of　acid．　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　（2）

［陛翻1【…’s・ill・

Su漁ce　tension（dyne／em、）　　　　　47．85

electriC　migration　velocity（V／sec・）　2・85

relative　viscosity　　　　　　1・Od16
』sig・・f　charg・’ Ef　g1・b・1・…　　　g・tive

52．8

　2．92

　1．75

negative

　　　The　pupa　oil　particles，　as　observed　under

the　microscope，　apPear　to　move　freely　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
the　water　and　show　the　Brownlan　movernent．

　　　The　pupa　oil　emulsion　is　very　stable，

so　we　can　not．　completely　de－emulsify　by

：農謙謡i。茎lll°1，農e喫瀦。鷺c…（N面NaOH）一∴－c…（誌HCI）

HNO3）and　strong　caustic　alkali・　　　　　　　’　　　　　・

　　　　（The　Imperial　ColIege　of　Sericulture　arld　Silk－industry　Uyeda，　Japan）　　　　．


